
１
月
15
日
、
本
所
に
て
Ｊ
Ａ
相
馬
村

共
同
防
除
組
合
連
絡
協
議
会
が
防
除
暦

編
成
会
議
を
行
い
、
各
共
防
長
や
役
員

等
20
人
が
訪
れ
た
。

初
め
に
三
上
由
紀
夫
会
長
が
「
昨
年

は
フ
ラ
ン
病
の
多
発
や
ダ
ニ
の
発
生
、

日
焼
け
果
等
の
病
害
虫
や
障
害
に
苦
労

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
黒
星
病

に
つ
い
て
は
皆
様
の
適
期
散
布
に
よ
り

発
生
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

令
和
３
年
産
も
引
き
続
き
適
期
散
布
を

徹
底
し
、
農
作
業
事
故
に
は
十
分
に
注

意
し
て
高
品
質
り
ん
ご
の
生
産
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
し

た
。次

に
農
業
振
興
課
か
ら
令
和
２
年
産

に
問
題
に
な
っ
た
病
害
虫
を
振
り
返
り
、

３
年
産
の
新
し
い
防
除
体
制
が
説
明
さ

れ
た
。

同
時
に
３
年
産
か
ら
新
剤
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
、
６
月
中
旬
か
ら
15
日
以
内

の
散
布
間
隔
と
し
た
事
等
が
伝
え
ら
れ
、

新
剤
に
つ
い
て
各
関
係
メ
ー
カ
ー
か
ら

詳
し
く
説
明
さ
れ
た
。

参
加
し
た
会
員
は
、
資
料
に
目
を
通

し
な
が
ら
変
更
点
に
注
視
し
聞
き
入
っ

て
い
た
。

令和３年産りんご防除体系決まる

～ 共防連防除暦会議開催 ～

今回導入された薬剤についての説明をするメーカー担当者ら
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薬
剤
散
布
の
基
本
は
忘
れ
ず
に

今
年
か
ら
展
葉
１
週
間
後
頃
か

ら
落
花
20
日
頃
ま
で
は
10
日
間
隔

で
散
布
し
、
そ
の
後
は
６
月
中
旬
、

７
月
上
旬
に
合
わ
せ
て
15
日
以
内

で
の
散
布
す
る
体
制
と
し
て
い
る
。

黒
星
病
に
対
す
る
新
し
く
導
入

し
た
殺
菌
剤
の
散
布
は
治
療
効
果

が
あ
り
、
防
除
価
が
高
ま
っ
た
も
の

を
導
入
し
て
い
る
が
、
散
布
後
に

展
葉
し
た
部
分
は
効
果
が
無
い
為
、

今
ま
で
同
様
雨
前
散
布
を
徹
底
す

る
必
要
が
あ
る
。

生
態
が
早
ま
る
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
為
、
落
花
40
日
後
の
特
別

散
布
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
。

ま
た
、
去
年
も
ダ
ニ
の
発
生
が

多
く
見
ら
れ
、
今
年
も
越
冬
し
た

ダ
ニ
の
密
度
が
高
い
た
め
、
予
察

を
忘
れ
ず
に
行
う
事
を
お
願
い
し

た
い
。
去
年
の
初
発
を
確
認
し
た

の
が
５
月
末
日
で
あ
る
た
め
、
そ

の
こ
ろ
か
ら
予
察
の
意
識
を
も
っ

て
作
業
を
行
っ
て
頂
き
た
い
。

今
年
も
作
業
安
全
に
高
品
質
り

ん
ご
生
産
に
向
け
て
、
適
期
散
布

を
心
が
け
、
Ｊ
Ａ
と
一
緒
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

等
の
Ｅ
Ｂ
Ｉ
剤
程
の
治
療
効
果
は
期
待

で
き
な
い
為
、
予
防
散
布
を
徹
底
し
て

頂
き
た
い
。

ま
た
、
ミ
ギ
ワ
20
Ｆ
は
黒
点
病
の
登

録
が
な
い
為
、
チ
オ
ノ
ッ
ク
と
混
用
が

必
要
に
な
る
。

昨
年
褐
斑
病
が
発
生
し
、
今
年
も
褐

斑
病
が
心
配
さ
れ
る
場
合
は
ミ
ギ
ワ
20

Ｆ
よ
り
も
防
除
価
が
高
い
と
さ
れ
る
パ

レ
ー
ド
15
Ｆ
を
選
択
す
る
。

ま
た
、
流
通
量
不
足
が
原
因
で
防
除

暦
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
デ
ラ
ン
フ
ロ

ア
ブ
ル
は
供
給
体
制
が
整
っ
た
為
、「
落

果
10
日
後
」
に
再
び
採
用
し
た
。

去
年
問
題
に
な
っ
た
病
害
虫
に
対
応

し
た
薬
剤
の
選
択

今
年
の
防
除
計
画
は
、
６
月
上
旬
か

ら
フ
ラ
ン
病
や
輪
紋
病
等
に
重
点
を
置

い
た
対
策
の
薬
剤
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
病
害
は
去
年
管
内
で
発
生

が
多
く
確
認
さ
れ
、
３
年
産
も
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
為
、
適
し
た
薬
剤
の
散
布

を
し
て
頂
き
た
い
。

ま
た
、
７
月
下
旬
の
殺
虫
剤
と
し
て
、

収
穫
前
日
ま
で
使
用
で
き
る
オ
リ
オ
ン

水
和
剤
40
を
極
早
生
品
種
に
対
応
す
る

為
採
用
し
た
。

ダ
ニ
剤
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
使
っ

て
い
た
基
幹
剤
の
抵
抗
性
の
発
達
が
懸

念
さ
れ
る
為
、
抵
抗
性
が
発
達
し
に
く

い
ア
カ
リ
タ
ッ
チ
乳
剤
を
採
用
し
た
。

こ
の
剤
は
、
ハ
ダ
ニ
類
の
気
門
を
ふ

さ
ぎ
窒
息
死
さ
せ
る
作
用
の
為
、
多
く

の
散
布
量
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
卵

に
は
効
果
が
無
く
、
１
週
間
後
頃
に
は

再
度
予
察
が
必
要
に
な
る
。

殺
菌
剤
の
新
規
採
用

去
年
ま
で
は
殺
菌
剤
と
し
て
開
花
直

前
に
オ
ル
フ
ィ
ン
Ｆ
、
落
花
直
後
に
ユ

ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
と
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
を

散
布
し
て
い
た
が
、
３
年
産
か
ら
は
開

花
直
前
に
カ
ナ
メ
Ｆ
、
落
花
直
後
に
ミ

ギ
ワ
20
Ｆ
と
チ
オ
ノ
ッ
ク
を
基
本
と
し

て
採
用
し
た
。

理
由
と
し
て
、
前
年
使
用
し
て
い
た

剤
よ
り
も
黒
星
病
に
対
す
る
防
除
価
が

高
く
、
カ
ナ
メ
Ｆ
と
ミ
ギ
ワ
20
Ｆ
共
に

治
療
効
果
も
期
待
で
き
る
。

但
し
、
以
前
使
用
し
て
い
た
イ
ン
ダ
ー

変
更
点
の
詳
細
に
つ
い
て

変
更
点
の
詳
細
に
つ
い
て

令和２年用防除計画

開花直前
オルフィンＦ
又は

パレード15Ｆ

落花直後
ユニックス顆粒
ジマンダイセン

令和３年用防除計画

開花直前
カナメＦ
又は

パレード15Ｆ

落花直後
ミギワ20Ｆ
チオノック
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